かたいなか むら はず はちまん さま 

むかし、 ある 片田舎の 村 外れに、 八幡 様の お宮が あ 

りまして、 お宮の まわり は 小さな 森に なって いました _ 

秋の 大変 月の いい 晩でした。 その 八幡 様の 前 を、 鉄 

砲 を 持った 二人の 男が 通りかか リ ました。 次郎 七に 

五郎八と いう 村の 獵師 でありまして、 その 日 遠くまで 

獵に 行って、 帰りが 遅くな つたので した。 どういう も 

のか、 その 日 は 一匹 も 獲物が ありませんで したから、 

き 

二人 はがつ かりして、 口 も 利かずに 急ぎ足で、 八幡 様 

の 前 を 通り過ぎようと しました。 まるい 月が 空に か 



かっていて、 昼間の ように 明るう ございました。 する 

と、 先に 歩いて いた 次郎 七が ふと 立ち止まって、 八幡 

むく 

様の 横に ある、 大きな 椋の木 を 見上げました。 五郎八 

も 〔# 「五郎八 も」 は 底本で は 「五郎 七 も 匕 立ち止まって、 

同じく 椋の木 を 見上げました。 そして 二人 はしば らく、 

ぼんやり 眺めて いました。 それ ももつ ともです。 椋の 

たぬき はら づ つみ 

木の 高い 枝に、 一匹の 狸が 上って、 腹鼓 を 打って る 

ではありません か。 

むく 

秋 も 末の ことです から、 掠の 木の葉 はわず かし か 

残って いません でした。 その 淋しそう な 裸の 枝 を、 

明るい 月の 光りが くっきりと 照らし 出して いました。 



の 上に 放り出しました。 その 顔 をお 上さん は じっと見 

て いました が、 思わずぶ つ とふき だしてし まいました _ 

「何 を 笑 うんだい」 と 次郎七 はたず ねました。 

「だってお かしい じゃありません か。 椋鳥 だなん て 

言 つて …… 」 

見る と、 椋鳥 だと 思った の は、 みんな 椋の 葉だった 

のです。 

そこへ、 五郎八が やって来ました。 ぶんぷん 怒って 

いました。 五郎八の 方で も、 椋鳥 だと 思った の は、 家 

へ 帰る と椋の 葉だった のです。 

「どこまでも 人 を 馬鹿にし てる」 と 二人 は 怒鳴り まし 



に 大きな 声で 叫びました。 

「それ、 狸が 死んで 落つ こった！」 

はら づ つみ 

すると、 今まで 腹鼓 をう つていた 狸 は、 にわかに 死 

ま ね 

んだ 真似 をして、 椋の 木から 落ちて きました。 

次郎 七と 五郎八と はすぐ に 駆け寄って、 網で 縛り 上 

げて しまいました。 

狸 は 老人の 前に 引き 据えられて、 頭をぴ よこび よこ 

下げました。 老人 は 言いました。 

ふつごう やつ 

「お前 は 人間 を 化かして 不都合な 奴 だ。 だが 今度 だけ 

は 助けて やっても いい。 まあ、 何で この 二人 を 化かし 

o ナ 

たか、 その 理由 を 言って ごらん。 そのまま では 人間の 



言葉が 喋 れ ないだ ろうから、 人間に 化けて 言う がい 

い」 

と じぎ 

老人 は 狸の 緦を 解いて やりました。 狸 は 一 つお 辞儀 

をして、 とんぼ 返り をした かと 思う と、 立派な お 婆 さ 

んの 姿に なって しまいました。 そして 申しました。 

「どうも 悪う ございました。 けれども、 もとは この 人 

達の 方が いけない のです。 私が 月に うかれて 腹鼓 を 

うってる と、 いきなり 鉄砲で うとうとしました から、 

つい 化かす 気になりました。 でも あまり しっこく 化か 

したの はすみ ません。 どうか 助けて 下さい ませ」 

「お前が そう 言うなら、 この 一 一人と： i: 直り を さして 



はちまん さま 

その 翌日から、 不思議な ことが 八幡 様に 起こり まし 

きれい そうじ 

た。 今まで 荒れ果て ていたお 宫の 中が、 綺麗に 掃除 さ 

つくろ いたじき ふ 

れ ました。 屋根 は 繕われ、 柱 や 板 敷 は 水で 拭かれ、 

色々 の 道具 は 磨き上げられました。 お宮の まわりの 森 

かれえだ みち 

も、 草が 抜かれ 枯 枝が 折られ、 立派な 径 まで 出来て、 

しんでん 

公園の ようになりました。 朝と 晚に は、 神殿の 前にお 

とうみ よ-つ 

燈 明が あげられました。 しかも、 誰が それ をした の 

か 更に わかりませんでした。 村の 人達 は 非常に 不思議 
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